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金属織物を用いた固体酸化物形
燃料電池用集電材の開発

複合素材開発セクター 窪寺健吾

１．金属繊維を用いた立体構造織物の開発
２．自動織機での生産
３．高クッション性を有する集電材

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案

立体構造の金属織物は、従来品（ポーラス
メタルなど）と比較し、電気特性や密着性に
優れた集電材として活用できる。また研究
を進めることで様々なタイプの燃料電池に
活用が可能である。

① 金属繊維e­テキスタイルの高付加価値
製品への展開
② 別タイプの燃料電池への応用

固体酸化物形燃料電池は稼動温度が摂氏800℃前後と非常に高温であるため、熱
による寸法変化が生じる状況下でも各部材を密着させる集電材が要求されている。

本研究では金属繊維を活用した高クッション性を有する立体構造織物集電材の開発
を行った。

図 平板型セルの構造
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本開発品は平板型セル（図 ）のセパレータと電解質の間に挿入し、良質な接触性
の確保を目的とした集電材である。クッション性を向上させるために、金属繊維の
カバーリング撚糸技術や、汎用織機での製織技術を応用し、３層の織物を一体化
した立体構造織物（図 ）を開発した。

図 立体構造織物の構造

酵素分解イオン液体法による
セルロース抽出の高効率化

環境技術グループ 濱野智子

１ リグノセルロースからの
セルロース抽出方法を開発

２ 白色腐朽菌とイオン液体の
組み合わせによる高収率化を達成

目 的

内 容

新規性・優位性 産業への展開・提案
これまでイオン液体処理のみでは収率が
低かったリグノセルロースから高収率でセ
ルロースを抽出できる手法を開発しました。
本手法で用いた白色腐朽菌の中には食用
キノコ等も含まれるため、ほだぎ・廃菌床等
への適用も期待できます。

① リグノセルロースの糖化前処理技術
② ほだぎ・廃菌床等の有効活用

木材などのリグノセルロースは食物と競
合しないバイオエタノール原料として注目
されています。しかしリグノセルロース中
のセルロースはリグニンに覆われているた
め、適切な糖化前処理が必要です。本研究
では白色腐朽菌（キノコ）の酵素が持つリ
グニンの分解能力を利用し、イオン液体を
用いた場合の再生セルロースの収率の向上
を目指しました 図 。
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化学処理では分解が困難なリグニンを分解
させることができる白色腐朽菌（キノコ）にて木
材を腐朽させることにより、3種類いずれのイ
オン液体を用いた場合も再生セルロースの収
率が高くなることがわかりました（図2）。また3
種のイオン液体の中では１-エチル-３-メチルイ
ミダゾリウムアセテート（【C2mim】【OAc】）を用
いた場合が再生セルロースの収率が最も高く
なりました（図2）。

図 白色腐朽菌処理による再生セルロース収率の違い
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